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Ⅰ．はじめに

　ヨーロッパ中央部に位置するオーストリア

は，内陸国ゆえに多くの国と国境を接してい

る．しかもヨーロッパが東西に分断されていた

1989年までは，西側諸国の最東端に位置してお

り，当時社会主義陣営にあったチェコスロヴァ

キアやハンガリー，ユーゴスラヴィアと隣接

し，その国境は人やモノの移動が著しく制限さ

れていた．国境地域は政治的な緊張の場であ

り，地続きでありながら国境を隔てて隣接する

地域との間の交流は少なかった．そのため，こ

れら国境地域は経済活動が不活発であり，地域

振興の課題を抱えた地域として知られてきた

（Lichtenberger，2002：329）．

　冷戦構造の崩壊と社会主義諸国の民主化，さ

らにはこれらの国々のEU加盟によって，国境を

越えた人の移動は劇的に増加した．特にチェコ

スロヴァキアやハンガリーなど移動を制限され

ていた人々が，就労を求めてオーストリアにな

だれ込んできたのをはじめ，ウィーンやアルプ

スなどの観光地を訪れる人々も急増した（呉

羽，2007：71）．国境の開放は，安価な労働力や

観光客の増加となって，オーストリア各地の地

域経済に一定の経済効果をもたらしてきた

（Lichtenberger，2002：36）．

　しかし，ことオーストリアの国境地域におい

ては，こうした変化は予想に反してさして大きく

なかった．それは，国境を越えてくる人やモノの

ほとんどが国境地域を通過していったからであ

る．国境を越えてオーストリアにやって来る

人々の多くは，職場を求めてウィーンなどの大

都市を目指し，国境地域にはさしたる関心は向

けられなかった．国境地域は経済的な活動への

刺激を期待したほど受けられず，結果として経

済停滞地域であり続けている（Lichtenberger，

2002：323-324）．

　さらに，国境地域特有の問題もある．ヨー

ロッパ中部では19世紀以降，ナショナリズムの

流れの中で特定の言語集団が政治勢力となる経

緯をたどり，各地で言語集団を主体とする主権

国家を形成してきた．この傾向は2008年のコソ

ヴォ独立にまで見て取ることができる（加賀美，

2008；加賀美ほか，2014：29-31）．

　一方，言語集団の分布と国境線が必ずしも一

致しないことから，国境地域にはしばしば隣国

の言語集団が少数集団として存在してきた．し

かも難しいのは，言語集団の多くが言語によっ

て自己と他者を区別しながらまとまりを強めて

きた歴史的経緯があり，これによって国籍は同

じでも，異なる言語集団は別の集団とみなす傾

向がみられることである（塩川，2008）．つまり
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　冷戦が終わって四半世紀以上たった現在にお

いて，国境地域がいかなる変化を遂げているの

か．この課題に向けてここでは，オーストリ

ア・ブルゲンラント州の歴史的経緯をまとめ，

特に民族の共生をめぐる課題を整理したい．

　ブルゲンラント州は，オーストリア最東端に

位置する．オーストリアは九つの州からなる連

邦国家であり，それぞれの州にはかなりの自治

が委譲されている（第1図）．州の領域は，チロ

ルのような伯爵領やザルツブルクのような司教

領など中世以来の固有の歴史をもつ地域をベー

スにしている．そうした中で，ブルゲンラント

州は，第一次世界大戦後に国境の変更に伴って

初めて形成された地域であり，地域的なまとま

りをもってからの歴史が浅い．

　その一方で，この州には多様な言語集団が同

居しており，国境線の開放とともに変化する地

域において，無視できない存在になっている．

近隣の国々と同じ言語を話し，場合によっては

同じ帰属意識をもっており，オーストリアにあ

りながら，異なるアイデンティティをもつ人々

が居住することが，ブルゲンラント州の住民の

暮らしや地域の経済的発展と微妙に関わってい

国境地域は，これら異質の集団が同居し，少な

からず社会的な軋轢が生じてきた点でも，課題

を抱えた地域と位置づけることができる．

　以上のような事情を踏まえると，オーストリ

アの国境地域は，人の移動の自由化が進んだ

EU域内の国境地域が多かれ少なかれ直面する事

情，すなわち，人の移動の激化，経済の停滞，

多様な集団の共生，という国境地域の問題を検

討する上で恰好の対象であると思われる．この

たびオーストリアとハンガリーの国境地域を取

り上げ，地域の変容に関する研究プロジェクト

を発足したが，それは，これらの問題を抱えた

地域の動向を明らかにすることが，EUの地域問

題の検討へと発展できると考えるからである．

　冷戦後のオーストリアとハンガリーの国境地

域の変化については，地理学における成果が

多々ある．中でもSeger and Beluszky（1993）

は，両国の地理学者の共同研究の成果として評

価が高い．地域間関係や農業，民族集団，農村

生活など広範なテーマについて，その変化が検

証されている．ただ，調査内容が冷戦終了直後

の短期的な変化に目を向けたものであり，その

後の変化に関する検討が望まれている．

第１図　オーストリアとブルゲンラント州
　　　　出典：浮田ほか（2015：40）

N
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　一方，ハンガリーの国境を確定したトリアノ

ン条約（1920年）は，ハンガリーにとっては過

酷な内容であった．かつてのハンガリー王国の

領土の71％が失われ，トランシルヴァニア地方

（現在のルーマニア西部）やヴォイヴォディナ

地方（現在のセルビア北部），スロヴァキア南

部など国外に数百万のハンガリー人を残すとい

う，ハンガリーにとっては屈辱的な結果となっ

た．同年11月には西ハンガリー地域のオースト

リアへの割譲を承認したものの，国内の右派勢

力の不満が膨れ上がり，西ハンガリー地域の帰

属をめぐって翌1921年8月末からハンガリー義

勇軍とオーストリア警察との武力衝突に発展す

る．イタリアの仲裁のもと国境の再確定をめぐ

る住民投票が実施され，かろうじて西ハンガ

リー地域の中心都市エーデンブルクÖdenburg

（現ハンガリーのショプロン）がハンガリーに

取り戻された．

　ブルゲンラント州は，こうした経緯の中，

1921年に成立した．ブルゲンラントの名称は，

1919年初頭に提案されたフィーアブルゲンラン

トVierburgenland（四つのブルクがある地域の

意味）にちなんでいる．それは西ハンガリー地

域の四つの主要都市であるプレスブルク，

ウィーゼルブルクWieselburg（現ハンガリーの

モション），エーデンブルク，アイゼンブルク

Eisenburg（現ハンガリーのヴァシュ）をさし

ている．しかし，これらの都市がすべて隣国の

ものとなったことから，発足したブルゲンラン

ト州は当初から中心都市を欠いた縁辺的性格を

もつことになった．1925年にブルゲンラント州

の州都としてアイゼンシュタットEisenstadtが

選ばれるが，人口わずか6,796（1923年）にすぎ

ないこの都市は，かつてのハンガリー貴族エス

テルハージ家の居城があることで知られるもの

の，州の中心をなすにはあまりにも小さかった

（第2図）．

る（Kocsis and Wastl-Walter，1993）．

Ⅱ．国境地域ブルゲンラントの歴史的経緯

　現在のブルゲンラント州一帯は，中世以来，

ハンガリー王国の支配下に置かれ，ハンガリー

系貴族の所領が各地にみられた．16世紀半ばに

ハプスブルク家の所領となったものの，神聖

ローマ帝国の領域の外に位置し，20世紀初頭ま

でハンガリーの領土であり続けてきた．

　その間，ハンガリー系住民が居住する一方

で，西方から次第にドイツ系住民が進出したた

めに，この地域は両住民が混住する地域になっ

ていった1）．また，16世紀にハンガリー王国領

の大半がオスマン帝国の支配下に入ると，この

地域が帝国の支配を免れたことから，クロアチ

ア系の難民が流入した（Wilheom-Sempim，

2008）．このほか，もともとカトリックの地域

でありながら，18世紀に労働力としてカルヴァ

ン派の人々を積極的に受け入れたために，異な

る宗派の住民が混住する地域にもなった．

　第一次世界大戦後，この地域の状況は大きく

変わる．大戦でのオーストリア・ハンガリー帝

国の敗北とともに，チェコスロヴァキアなどい

くつもの国が成立したことから，敗戦国である

オーストリアとハンガリーの国境線を新たに確

定する必要が出てきたのである．

　オーストリアは終戦直後の1918年に，ドイツ

語を母語とする人々が住む地域をオーストリア

共和国として宣言し，西ハンガリー地域

Deutsch-Westungarnの領有を主張した．そし

て戦後オーストリアの国境を決めるサンジェル

マン条約（1919年）では，西ハンガリー地域の

うち，すでにチェコスロヴァキアの領有が決

まっていたプレスブルクPreßburg（現スロヴァ

キアのブラティスラヴァ）を除く地域がオース

トリア領として承認された2）．
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持ちかけ，多くの人々が大西洋を渡った．その

際，この地域ではハンガリー時代からの均分相

続法が継承され，移住費用を支払える子どもが

多かったことも，多くの移住者を出す結果に

なった（Duschanek，2009：228）．

　第二次世界大戦後，国境の通行が鉄のカーテ

ンによって阻まれると，ブルゲンラント州の経

済状況はさらに落ち込んでゆく．このことは人

口の変化に如実にあらわれている（第3図）．

1869年 の州の総人口254,301は，1934年 には

299,447，1951年には276,136へと低下し，さらに

1981年には269,771にまで減少した．この間，

オーストリアの総人口が4,497,880（1869年）か

ら6,760,044（1934年），6,933,905（1951年），

7,555,338（1981年）へと順調に増加してきたの

とは対照的である．

　1989年に始まった旧社会主義諸国の民主化

と，それに伴う国境の開放によってこうした停

滞傾向にはようやく変化が起こり，1990年代以

降，人口も増加に転じ，2001年には277,569にま

で回復した．さらに2004年のEU拡大と，2007年

にハンガリーがシェンゲン協定の実施に踏み切

り，国境を越えた移動が完全自由化したことに

伴って，地域経済は刺激を受け，2015年の総人

口は285,685に達している．

　こうして中心都市のないまま発足したブルゲ

ンラント州は，つねに経済問題に悩まされ，行

政組織の再編成や交通・通信網の整備など地域

構造の整備が課題であり続けてきた．このこと

と連動して，この地域は人口流出が顕著でも

あった．特にウィーンから遠く離れた州の中部

と南部では，1920年代から1930年代にかけて大

量のアメリカ移民が流出した．当時，移民向け

の船舶会社はヨーロッパ各地の経済停滞地域に

目をつけて多くの移民を集めており，ブルゲン

ラント州でも南北アメリカへの移住をさかんに

第２図　 アイゼンシュタットのエステルハージ宮殿
（2016年8月筆者撮影）
エステルハージ家の宮廷楽長ハイドンが演奏
したことで知られる．

第３図　オーストリアとブルゲンラント州の人口の推移（1969 ～ 2011年）
　　　　　　　　　　　　　  （資料：Statistik Austria）

（年）

（人）
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保有者に限って移動が自由化されたものの，正

常化したのは1989年のハンガリーの民主化以後

のことになる．1989年8月19日の汎ヨーロッパ・

ピクニック3）に参加した600人以上の東ドイツ

国民がハンガリーからオーストリアへの徒歩で

の国境越えに成功すると，東西ヨーロッパ間の

国境は一気に開放され，冷戦体制は崩壊してゆ

く．そして2004年にハンガリーがEU加盟し，

さらに2007年にはシェンゲン協定の実施によっ

て，国境の移動は完全に自由化された．ウィー

ンとブダペストを結ぶ幹線交通では，ハンガ

リー側の鉄道駅ヘジェシュハロムHegyeshalom

でなされてきた国境通過のための検問が廃止さ

れ，高速道路の検問所は機能を失った．その結

果，西ヨーロッパの最果てだったブルゲンラン

ト州は，人とモノが流動する場所へと変わって

いった．

　②経済停滞地域として認定され，地域振興の

ための補助金が投入されたことも，ブルゲンラ

ント州の地域変化の原動力となった．1995年に

はEUの経済振興地域Ziel-1に指定され， 2013年

まで補助金が投入された．第4図は2000年から

2006年にオーストリア国内においてEUの地域

振興補助金が付与された地域を示している．

オーストリア国内の山岳地など広い地域が

Ziel-2の経済振興地域に指定されているが，ブ

ルゲンラント州はより深刻な経済停滞地域であ

るZiel-1に指定され，多額の補助を得ているの

がわかる．

　また，地域統合を進めるEUが実施する越境

地域連携事業INTERREGとも関わっている．

この事業は，国境を挟んだ自治体同士が連携し

て地域おこしに取り組むための補助金であり，

EUのほぼすべての国境が対象になっている．

1990年に開始されて以来，INTERREG I（1990

～ 1993年），同II（1994 ～ 1999年），同III（2000

～ 2006年），同IV（2007 ～ 2013年）を経て，現

Ⅲ．ブルゲンラント州の地域的特性

　ブルゲンラント州は，面積3,965.46㎢．特別

市のウィーンを除けば，国内最西端のフォア

アールベルク州に次ぐ小さな州である．南北に

長い領域をもち，東側が全長397kmに及ぶ国境

線をなしており，その大部分はハンガリーと接

している．地形は，ハンガリー平原の西端に位

置していることから比較的平坦で，南に行くに

したがって丘陵地となるものの，州内最高峰ゲ

シュリーベンシュタインGeschriebensteinも標

高884mにすぎない．しかもオーストリア国内

の他の地域に比べて日照量が多いことから，北

部を中心に有数の農業地域になっている．

　州北東部にはノイシードラ湖Neusiedler See

（約1,120㎢）があり，その一部がハンガリーと

またがっている．この湖は最大水深が2mたら

ずで，内陸性の乾燥した気候下にあることか

ら，これまでに干上がって湖面が消失すること

もあった．湖岸にヨシの群落が発達し，渡り鳥

の経由地であるなど豊かな自然が残されてお

り，湖一帯は1993年に国立公園，さらに2001年

にはユネスコの世界遺産（自然遺産）に登録さ

れている．

　近年のブルゲンラント州の変化は，①国境通

行の自由化と②EUが支給する地域振興補助金

に負うところが大きい．以下，それぞれについ

てまとめてみよう．

　①ハンガリーとの国境は，大戦後の1949年に

ハンガリー人民共和国が成立して以後，厳しく

コントロールされ，1956年のハンガリー動乱で

多くのハンガリー国民が監視の目を潜り抜けて

オーストリアに亡命したことが世界的に伝えら

れると，悲劇の象徴とされた．東西ヨーロッパ

分断の時代には，ここは経済的な魅力に乏しい

停滞地域であり続けた．

　1970年代にオーストリアとハンガリーの国籍
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ロッパの多くの国境地域は少なからず反目や対

立の場であり，侵略や迫害・追放の現場であっ

た．そこで地域統合にとって国境を越えた住民

間の相互理解は不可欠であり，市民レベルでの

交流事業やイベントの共同開催などを通して，

より緊密な関係を目指した活動が進められてい

る．

　以上のような国境の開放と補助金の確保に

よって，地域の産業には大きな変化があらわれ

ている．そもそもこの地域は，肥沃なハンガ

リー平原の一部として，コムギや野菜，ブドウ

などの栽培を中心した農業が発達してきた．特

に近年は，ブドウ栽培とワイン生産への関心が

高まっており，ブラウフレンキッシュ

Blaufränkisch種のような地域特有の赤ワインを

中心にした市場の開拓・販路拡大をめざす醸造

業者も増えている．

　また，観光開発にも重点が置かれ，観光地の

整備やイベント開催などが行政を中心に推進さ

れている．ブルゲンラント州の観光は，多くの

在はINTERREG V-A（2014 ～ 2020年）が実施

中である．国境の開放とともに国境地域の振興

を目指す支援事業であり，オーストリア国内で

は，すべての国境地域でさまざまなINTERREG

による事業が実施されている．

　ハンガリーとの国境地域でも，工業団地の造

成をはじめ，分断されていた道路や通信回線の

整備，無人化していた国境地帯の自然保護や汚

染物質の除去などが積極的に進められている．

たとえばブルゲンラント州南部の国境の町ハイ

リゲンクロイツHeiligenkreuzと，これに隣接

するハンガリーのセントゴットハールド

Szentgotthárdに，1995年から造成が始まった工

業団地があげられる．ここでは，繊維大手のレ

ンチング社や自動車メーカーのオペル社などの

大工場が立地し，両国に多くの雇用機会を提供

している．

　このほか越境地域連携事業の重要な課題とし

て，国境を越えた住民同士の連帯感の醸成があ

げられる（飯嶋，2011：125）．これまでヨー

第４図　 EUの地域振興補助金が付与された地域（2000 ～ 2006年）
出典：http://www.oerok.gv.at/eu-regionalpolitik/eu-strukturfonds-in-oesterreich-2000-2006/foerderfaehige-regionen.html

N
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LutzmannburgやバートタツマンスドルフBad 

Tatzmannsdorfなどの温泉施設の整備も進めら

れており，オーストリア国内だけでなくハンガ

リーをはじめヨーロッパ東部の国々からも多く

の観光客を集めている．さらに，比較的平坦な

地形を利用したサイクリング道路の整備などが

進められている．2013年に設定がほぼ完了した

ヨーロッパ長距離サイクリングルートの一つ

「鉄のカーテンIron Curtain Trail（ICT）」も大

きな観光資源となっており，観光客誘致の取組

みが積極的になされている（第7図）．

　以上のようにブルゲンラント州は1990年代以

来，着実に変化を遂げている国境地域とみなす

ことができる．しかし，オーストリア国内におい

てブルゲンラント州の経済は依然として低いレ

ベルにあることを述べなければならない．州北部

ではウィーンへの通勤が可能で，またウィーン

からの観光客を得やすいなど，比較的雇用機会

に恵まれているのに対して，南部では経済の変

化は緩慢であり続けている．結果として南北間

の格差が大きく，州全体としての経済水準は伸

び悩んでいるのが現状である（Lichtenberger，

2002：363）．

観光客でにぎわうノイシードラ湖畔をはじめ，

もともと夏の観光地が多い．そこでコウノトリ

の飛来で知られるルストLustの集落景観の整備

やメルビッシュMörbischで毎年夏に開催され

る湖上音楽祭の支援，スポーツ施設の充実がな

されている（第5図）．その一方で最近では，温

泉観光が盛んになって冬にも多くの観光客が訪

れるようになった．2014年の州内の総宿泊客数

をみると，2,910,587人のうち夏（5 ～ 10月）の

宿泊客数が1,983,390人（68.1％）を占めている

が，かつて1980年には総宿泊客数2,088,097人の

うち，夏が1,809,620人（86.7％）を占めていた

ことから，近年の冬の観光の発達を知ることが

できる（第6図）．実際，ルツマンブルク

第６図　 ブルゲンラント州における宿泊客数の推移
（1980 ～ 2014年）

　　　　（資料：Statistik Austria）

第５図　 ノイスィードラ湖畔の町ルスト（2016年 8月
筆者撮影）

　　　　正面の煙突の上でコウノトリが営巣している．

第７図　 サイクリングロード「鉄のカーテン」（2016年
8月筆者撮影）

　　　　 右奥の道路がオーストリアとハンガリーの国
境に沿って延びている．

（人）

（年）
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居住するブルゲンラント州では，彼らのための

教育や補助がなされている．

　たとえば地名表記については，1993年にEUの

欧州評議会において少数民族集団の地名表記を

公用語表記と併記する勧告が出されて以来，複

数言語による表示が進められてきた（加賀美，

2018）．オーストリアでは，2000年5月の閣議で

特定の少数民族集団が総人口の25％以上を占め

る集落における二言語表記を義務づけており，

順次実現されている．その結果，ブルゲンラン

ト州では現在，ドイツ語とクロアチアの二言語

表記が47集落，ドイツ語とハンガリー語の二言

語表記が4集落でなされている．これは地名だ

けでなく，公的施設や文書でも二言語による表

記が実現されている4）． 

　州中央部の中心都市オーバーワートOberwart

（ハンガリー語名フェルシェーエールFels r）

は，とりわけ少数民族集団の割合が高く，国内

有数の多文化社会に直面する都市として知られ

る（第8図）．2001年の母語別の人口構成は，総

人口5870万のうちドイツ語78.4％，ハンガリー

語17.7％，ロマ語1.2％などとなっており，ドイ

ツ語集団が圧倒的とはいえ，多様な言語集団が

居住している（第2表）．

Ⅳ．少数民族集団に向けた取組み

　ブルゲンラント州は，多様な言語集団がみら

れる点でオーストリア国内でも特徴的である．

そもそもドイツ語圏とハンガリー語圏の境界地

域としての性格をもつ地域であり，クロアチア

系住民やロマが加わる多文化地域であった．さ

らに，第一次世界大戦後の国境の変更によるド

イツ系やクロアチア系の人々の移動，第二次世

界大戦後のハンガリーからのドイツ系住民の追

放などを経て，この地域は多様な言語集団が居

住する地域として今日まであり続けている

（Kocsis and Wastl-Walter，1993）．

　2001年1月の国勢調査によれば，ドイツ語を

母語とするのが総人口の90.6％を占める一方

で，ブルゲンラント・クロアチア語が6.1％，

ハンガリー語が1.8％，クロアチア語が0.4％，

ロマ語0.1％，スロヴァキア語0.1％など，割合

こそ小さいものの，きわめて多彩な構成になっ

ている（第1表）．

　オーストリアでは1976年の「民族集団法」に

よって，国内に居住する六つの言語集団（クロ

アチア語，スロヴァキア語，スロヴェニア語，

チェコ語，ハンガリー語，ロマ語）が公式の少

数民族集団として認定され（金子，2005b：

209），それぞれが存続できるための多面的保護

政策が実施されてきた．特に多様な言語集団が

第１表　 日常語からみたブルゲンラント州の言語集団
（2001年）

日常語
人口

（人） （％）
ドイツ語 240,228 90.6
ブルゲンラント・クロアチア語 16,245 6.1
クロアチア語 996 0.4
ハンガリー語 4,704 1.8
ロマ語 263 0.1
その他 2,569 1.0
合計 265,005 100.0

（資料：Statistik Austria）

第８図　 二言語で表記されたオーバーワート（2017年
10月筆者撮影）

　　　　 ドイツの語の下にハンガリー語の名称が記さ
れている．
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　このほか，ハンガリー系，クロアチア系，お

よびロマそれぞれの団体が組織され，少数集団

のための自主的な活動が行われている．ハンガ

リー系集団では，ブルゲンラント・ハンガリー

文 化 協 会Burgenländisch-Ungarischer 

Kulturvereinがある．これは1968年に設立さ

れ，「民族集団法」制定以来，国から支給され

る補助金を活用したハンガリー系住民間のコ

ミュニテインの維持や，伝統文化の維持・継承

を目指す活動を行っている．オーバーワートに

近接する町ウンターワートでは，ハンガリー系

住民が主導の郷土祭りを支援している．

　クロアチア系集団には，1929年に設立された

クロアチア文化協会Kroatischer Kulturverein

がある．クロアチア系集団間のコミュニティの

維持や伝統文化の維持・継承を目指す点では，

ハンガリー系と類似している．たとえばクロア

チア系の文化をアピールする場として，キャン

プファイアを囲んでタンブリカというクロアチ

ア固有の弦楽器を演奏するTamburica am 

Lagerfeuerと呼ばれる祭りが20年以上続けられ

ている．

　いずれの集団も，設立当初は言語の維持・継

承に力が入れられていた．しかし，オーストリ

アでは，これらの言語を母語とする人口は減少

傾向にあり，オーバーワートでも少数言語集団

の数は減少傾向にある．オーストリアにおいて

これらの言語集団は着実にドイツ語を使用する

ようになっているからであり，そのために文化

協会も言語の保護や継承をそれほど重視してい

ない．これに対して文化活動としての歌唱や踊

り，楽器演奏などが趣味として積極的に取り組

まれている．そうした余暇を通して民族集団と

しての意識を共有したり，次の世代に継承した

りすることに関心が向けられている．ハンガ

リー系やクロアチア系の人々のイベントは，同

じ文化をもつ人々同士の接触の場として機能

　実際，オーバーワートでは，少数言語集団の

言語・文化の保護と維持に関するさまざまな事

業が積極的になされている．二言語学校教育は

そうした取組みの一つであり，少数民族集団の

言語と文化に関する教育が実施されている．た

とえば1992年に開校した二言語連邦ギムナジウ

ムZweisprachiges Bundesgymnasiumでは，ハ

ンガリー語ないしクロアチア語を母語とする生

徒向けの教育が実施されている（第9図）．具体

的には，クロアチア語の学習のほかに，地理と

歴史の授業でクロアチア系住民が暮らす集落や

伝統的な生業，彼らがたどってきた歴史を学習

し，音楽の授業では伝統的な民謡や楽器につい

て学ぶ．そのためのテキストが州政府から提供

されるほか，ギムナジウムで独自の教材も作成

している．

第２表　オーバーワートの言語集団（2001年）

日常語
人口

（人） （％）
ドイツ語 4,603 78.4
ハンガリー語 1,039 17.7
ロマ語 69 1.2
ブルゲンラント・クロアチア語 20 0.3
その他 139 2.4
合計 5,870 100.0

（資料：Statistik Austria）

第９図　 二言語連邦ギムナジウム（2016年8月筆者撮影）
　　　　 学校としてだけでなく，市民の交流イベント

などにも利用されている．
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非ロマの人々が参加して，ロマの文化だけでな

く，社会的状況についての学習が行われてい

る．また，ロマを理解するためのイベントとし

て，ホロコーストからの生存者の語りなども実

施されている．

　このようにロマに対する支援は，ロマ自身と

行政の両面から強化されている．オーバーワー

トでは1995年2月5日夜，ロマ集落近くで起

こった爆弾テロによって4人のロマの若者が犠

牲になった．そこで事件の記憶をとどめるため

にオーバーワート・ロマ協会が中心になって

1998年に追悼碑が建てられ，差別問題解決に向

けた活動が続けられている（第10図）．また

2011年には，ブルゲンラント州のロマ語がユネ

スコの無形文化遺産に登録されるなど，共生に

向けた努力がなされている．

　最近はロマ自身の活動も活発になっている．

ロマ協会の活動がなされる中，政治家や研究者

の協力を得ながら音楽祭や舞踏会，文学や 詩の

朗読会など独自の文化を一般に向けて紹介する

活動が目立ってきている（滝口，2012：144）．

オーバーワート出身の音楽バンド「ロマノ・

ロートRomano-Roth」は，ロマの伝統音楽を交

えた演奏活動で人気を得ている．

し，固有の言語が失われつつある一方で，民族

アイデンティティが保持されている．

　これに対してロマの事情は異なっている．

オーバーワートは比較的多くのロマが住む町と

して知られる．正確な人口は明らかでないが，

オーストリア国内の主なロマ組織がこの町を本

拠にしていることから，彼らにとって重要な場

所であることがわかる．

　オーストリアのロマは，大きく六つのグルー

プからなる．その一つがブルゲンラント・ロマ

であり，主にブルゲンラント州に住んでいる

（滝口，2012：134）．彼らはもともとハンガリー

西部に居住していたのが，15世紀頃に現在地に

移動し，20世紀にはそのほとんどが定住した．

ローマカトリックを信仰し，かご作りや鍛冶，

ほうき・ブラシ作り，楽器演奏などを伝統的な

生業としてきた．しかし，1930年代から大戦中

にかけて政治的迫害に遭遇し，甚大な被害を受

けた．オーバーワート郡ではほぼすべてのロマ

が強制収容所に連行され，生還したのは7%し

かなかった（金子，2005a：173）．

　ブルゲンラント州において，オーバーワート

は比較的多くのロマが住む町として知られる．

市内には，1989年に設立されたオーストリア国

内最初のロマ団体であるオーバーワート・ロマ

協会Verein Roma Oberwartがある．ロマの不

安定な生活状況の改善が目的で，若者の高郁也

レジャーの指導を行っているほか，偏見を取り

除くためのロマ以外の人々との交流や，ロマ固

有の伝統文化の継承などに取り組んでいる．さ

らには個人の社会経済的問題についての相談

や，就業のためのアドバイスも行っている．

　また，1999年にはブルゲンラント市民大学の

一つとして，ブルゲンラント・ロマ市民大学

Volkshochschule der Burgenländischen Roma

がオーバーワートに設置された．これはロマを

支援する人材の育成が主な目的とされ，ロマと

第10図　 オーバーワートのロマ追悼記念碑（2017年
10月筆者撮影）
 ロマ差別撲滅への願いがロマ語，ドイツ語，
英語で記されている．
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Ⅴ．おわりに

　国境地域は，言うまでもなく国家間の関係が

露呈する場所である．国境を越えた人やモノの

移動の自由度は国家によって規定される．地域

が開放的で自由な状況になるか，それとも閉塞

的で緊迫した状況になるかは国家の政策次第に

なる．

その一方で，国境地域は住民の行動や組織化を

通して，住民間の多様な結びつきが生じる場所

でもある．国籍の異なる人々が接触し，情報を

交換し，価値観を共有する可能性を秘めている

のも国境地域の特徴の一つであろう．

　こうして見ると国境地域は，ナショナルなレ

ベルでのファクターが関与すると同時に，国境

地域内での住民間のローカルなレベルのファク

ターも関わっており，これら両者が相互に関係

しあう場としてとらえることができる．

　国境地域に住む多様な言語集団の共存に関す

る議論には，こうした二つのレベルのファク

ターを念頭に置く必要があるだろう．たとえば

国境地域では，学校教育において国家の言語や

文化を学習するプログラムが設定され，地域振

興事業による地域文化育成など行政による国境

地域向けのナショナルな政策が実施されてい

る．その一方で，地方自治体や住民組織，少数

言語集団の自主的自助組織には，国境地域独自

の個性ある歴史や文化，あるいは少数言語集団

独自の文化を維持・継承しようとするローカル

な動きがみられる．

　そこで，これら二つのレベルのせめぎあいの

中に，多様な言語集団の共存の問題を落とし込

むことによって，EUが直面する多文化社会のあ

り方を議論することができるであろう．国境開

放と地域統合を目指すEUにおいて，国境地域

は多様な言語集団がいかに共存できるのかを考

える格好の場であると考える．

　オーストリア社会においてロマに対する抵抗

意識が依然として存在し，彼らを排除しようと

する動きがあることは否定できない．しかし，

彼ら独自の文化を通した交流の場を生み出され

ていることも確かで，観光資源として注目され

ることによって，より広い関心が集まることが

期待されている．

　以上のように，オーバーワートに住む少数言

語集団は，大きく二つのタイプに分かれる．一

つは，ハンガリー系やクロアチア系のように，

自身のアイデンティティをもち，早くから固有

の言語や文化の維持・継承を主張してきた集団

がいる．彼らはオーストリア社会と密接なかか

わりをもち，社会経済的な地位を高め，余暇の

一環として伝統文化を維持・継承し，自身の存

在をアピールしている．これに対して，ロマは

差別の対象であり続け，自身の主張をほとんど

行ってこなかった集団であり，今日に至るまで

社会経済的な地位が低く，就業・就学の機会も

十分に得られていない．そのためロマ協会は，

彼らの社会経済的地位の向上のための支援に取

り組んでいる．

　こうした集団間の違いは，現在進行している

EU拡大によって共通市場の拡大や，国境を越

えた就労の自由化への対応にも違いみられるよ

うに思われる．今後の調査の課題であるが，

2017年10月に現地で実施した各協会での聞取り

調査によれば，ハンガリー系やクロアチア系に

は，新しい就労先の開拓や観光客への対応な

ど，国境の開放をビジネスチャンスとしてとら

える傾向があるのに対して，ロマにとって国境

の開放は，流入する安価な労働力や激化する市

場競争に十分に対応しきれず，厳しい局面を迎

えている状況にあるという．国境開放が少数民

族集団にとって多様な変化をもたらしており，

国境地域の変化との関係を具体的に明らかにし

てゆく必要がある．
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600人以上の東ドイツ国民が劇的な越境を

成し遂げ，世界を驚かせた．この国境越え

の成功は東ドイツ当局にとって大きな打撃

となり，同年11月のベルリンの壁崩壊へと

つながってゆく．

4） 二言語表記をめぐってブルゲンラント州で

は特に大きな論争になっていない．これ

は，同国南部のケルンテン州において，ス

ロヴェニア系少数集団居住地で地名の二言

語表記をめぐって暴力と激しい議論が起

こったのとは対照的である（Pandel et al., 

2004）．
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注
1） 今日，ブルゲンラント州内には，中世以来の

ハンガリー系集落としてオーバープレンドル

フOberpullendorfとワートWart地区（オー

バーワート，ウンターワートUnterwart，シ

ゲトSiget）がある．

2） チェコスロヴァキアは，オーストリア・ハ

ンガリー国境地域にクロアチア系住民が少

なからず居住していることから，新興のセ

ルビア人・クロアチア人・スロヴェニア人

王国（1929年にユーゴスラヴィア王国に改

称）の領土とつなげたスラヴ回廊を要求し

た．しかし，ユーゴスラヴィアに隣接する

イタリアがこれに強く反対したために，こ

の要求は却下された．

3） ハンガリーの改革派のネーメト首相が1989

年5月2日にオーストリア国境の鉄条網の

撤去に着手したことから，ハンガリー経由

で国境を越えられると考えた東ドイツ国民

がその直後からハンガリーに殺到するよう

になった．そこで，ハンガリーの民主化を

求める民主フォーラムのメンバーを中心に

して，彼らをオーストリアに脱出させる事

業が企画された．これは表向き「ヨーロッ

パの将来を考える集会」を国境に近い都市

ショプロンで開催し，これに紛れて東ドイ

ツ国民を国境の向こう側に脱出させようと

するものであった．これにはハンガリー首

相をはじめ，オーストリア側の協力もあり，
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